
  

今年の夏休みは、猛暑日が長く続き、これまでにない暑い夏休みとなりました。学校では、夏休み 
が終わり、いよいよ前期のまとめの一月がスタートします。久しぶりに登校した子供たちの表情から
夏休みの疲れがまだ残っているように感じましたが、友達に会える嬉しさの方が強かったせいか、ど 
の子にも笑顔が見られひと安心しました。 
 
－子供たちのやる気アップのためのキーワード 「自己肯定感」－ 

学校だより等でお伝えしてありますように、本校では、「自ら学び 心豊かに たくましく生きる子ども

の育成」という学校教育目標を掲げ、次のような い な げ の子になることを目指しています。 

い いっぱい知りたい やってみたい   「進んで学習 なんでもチャレンジする」子 

な なかよく生活 友達いっぱい作りたい 「思いやりと笑顔で人を大切にする」子 

げ げんきいっぱい、健康になりたい   「進んで運動、健康習慣を身に付ける」子 

「知りたい」「やってみたい」「作りたい」「なりたい」など、子供たちが意欲をもって主体的にチャレン

ジするためには「自己肯定感」が関わっていると言われています。「自己肯定感」とは、他者と比べるので

はなく自分をかけがえのない存在として肯定する感覚で、自己肯定感が高い子供の特徴として、自分に自

信が持て、様々なことに意欲的に取り組める、他者と良好な人間関係が築ける傾向にあるといわれていま

す。逆に自己肯定感が低い子供の特徴は、失敗を恐れ、何事にも消極的になったり、他者と良好な人間関

係が築けなかったりする傾向にあると言われています。 

それではいったい学校や家庭において私たち大人がどのように子供たちに接すれば「自己肯定感」を高

めることができるのでしょうか。道筋はいろいろあると思いますが、いくつか紹介をさせていただきます。 

①  個性を尊重するようなプラスの言葉を積極的にかけることが大切です。学校では、子供の良さを見

つけて認めたり、可能性を信じて励ましたりしています。ついつい、結果だけに目を向けてしまいが

ちですが、たとえ良い結果でなくてもそこに至るまでの挑戦や努力を認めてあげることが大切です。 

②  比べるのは「他の子」ではなく「少し前のその子自身」です。大人も子供も、人にはそれぞれ個性が

あり、得手不得手があります。他の子と比べるのではなく、「今まではできなかったことができるよう

になってすごいね。」など、少しの成長でもそこに目を向け、大いに認めてあげることがモチベーショ

ンのアップにつながります。 

③  子供の意見をまず聞くことが大切です。子供の意見を頭ごなしに否定するのでなく、まずは受け止

める意識を持ちたいものです。また、「どうしてそう思う？」とか「どうすればよかった？」など、子

供の考えを引き出し、最終的にこれからの言動を子供に自己決定させるようにすると「どうせ自分は

ダメなんだ。」などの否定的感情を持たせることなく自己肯定感を高めることができます。 

学校でも、帰りの会などで友達の良いことを認め合う時間を設定したり、子供たちの言動や過程を積極

的に認めたりするなど、子供たちの自己肯定感を高めるよう取り組んでいます。 

 

－アメリカの教育学者ウィリアム・アーサー・ウォードさんの名言－ 

普通の教師は、言わなければならないことをただ話す。良い教師は、わかりやすいように説明する。 

優れた教師は、自らやって見せる。そして、本当に偉大な教師は、生徒の心に火をつける。     

以前もご紹介しましたが、職員で共有している名言です。子供たちの力を伸ばすには、子供たちの内なる力

を引き出すことが大切だと思います。これからも子供たちの可能性を引き出していけるよう、職員一丸となっ

て取り組んでいきますので、引く続きご理解とご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。 

校長 柳橋 伸彦 
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    9／1 
④～⑥身体測定 
⑥農山村留学説明会 
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①～③○あ身体測定 
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委員会活動 
 

１３ 
のびのびタイム 

１４ １５ 
⑥キャリア教育出前授業 

（ＺＯＺＯＴＯＷＮ） 

１８ 
稲毛地区敬老会 
（3，4年希望者出演） 

１９ 
 

２０ 
なかよし活動 
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２７ ２８ 
避難訓練 
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のびのびタイム 
 

５ 
前期終業式 
 
 

６ 
秋季休業 

（～10日） 

 

 

 

 

 

 

【給食費及び学校徴収金の振替日】 

 ８月２５日（金）が、第３期給食費（７月分）及び学校徴収金の振替日でした。引き落としができ

ない場合は、９月１５日（金）に再振替を行います。ご用意をお願いします。 

 

【自殺防止週間】 

 ９月１０日から９月１６日の１週間は「自殺予防週間」です。厚生労働省・警察庁の統計によると、

令和４年における自走生徒の自殺者数は過去最多の５１４人となり、大変憂慮すべき状況にあります。 

 夏休み明け集会のときに「心配なことのある人は、どの先生でもいいので相談してね。」と話をしま

した。ご家庭でも気になることがありましたら、いつでもご相談ください。 

 ポスターや相談機関のリーフレットを本日配付しました。ご活用ください。 

子ども達が笑顔で過ごせるように支援していきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 

９月・１０月の予定 

９月の生活目標 

時間を守り、けじめのある生活をし

よう。 

☆スクールカウンセラー ９月の来校予定日 

９/１（金）９/８（金）９/１５（金）９/２９(金) PM 

・子どもたちの相談や子どもに関わる保護者の相談を受け付けています。 

・ご予約や問い合わせ等は、稲毛小学校教頭までお願いします。 

6年農山村留学（鴨川青少年自然の家） 

 


